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1 必ずお読みください。

2 この書類は手の届くところに保管してください。

3 全ての警告をお守りください。

4 全ての指示に従ってください。

5 本機を水気の近くで使用しないでください。

6 本体の手入れは、乾いた布で乾拭きしてください。

7 換気に必要となる本体の開口部は塞がないでください。本体の設置は、製

造者の指示に従ってください。

8 ラジエーター、ヒート・レジスター、ストーブ、アンプリファイア等、

またそれに限定されないあらゆる発熱源の近くに設置しないでください。

9 極性プラグ、あるいは接地プラグの安全機構に手を加えないでください。

極性プラグは、二つの金属ブレードの内、片側が大きく設計されています。

接地プラグは、二つの金属ブレードに加えてアース用のピンがございます。

これらは、安全のための機構です。付属のプラグがコンセントの形状に

合わない場合は、旧式のコンセントの更新について最寄りの電気工事事業

者までご相談ください。

10 電源ケーブルとプラグは、踏み付けられたりはさまれたりしない様に設置

してください。特に、プラグとコンセント、そして本体と電源ケーブルが

接続される周りはご注意ください。

11 本機に設置するアクセサリーや装着器具は、製造者指定のもののみをご使

用ください。

12 カート、スタンド、三脚、ブラケット、テーブルは製造者が指

定するもののみを使用してください。カートを使用する際には、

カートと荷物の移動による転倒や荷物の落下による事故にご注

意ください。

13 落雷を伴う天候の場合、あるいは本機を長期間使用されない場合は、本機

の電源ケーブルをコンセントから抜いてください。

14 本体の点検・修理が必要となった場合は、必ず認定技術者までご連絡くだ

さい。付属の電源ケーブルやプラグが破損した、液体を本体にこぼした、

本体シャーシ内に異物が入ってしまった、雨や過度の湿度にさらした、本

体の動作異常が生じた、本体を落としたなど、原因に関わらず本機に破損

が生じた場合はサービスが必要です。

• 本機は、電源ケーブルの抜き差しが容易に行える、コンセントの近くに設
置してください。

• 主電源から完全に絶縁するには、電源コードをコンセントから外してくだ
さい。

• パワーサプライの主電源プラグは容易に操作できる様にしてください。
• 閉じられた空間に設置しないでください。
• 本体を開けないでください。人体に対して有害な高電圧の電気ショックの

恐れがあります。

注意
本マニュアルに明示されていない本体への変更・改造を行った場合、本機器を
操作する権利を失うことがあります。

サービスについて
• 本体内にユーザ保守可能なパーツはございません。
• サービスが必要となった場合は、必ず有資格の技術者までご連絡くださ

い。

警告！

• 本体に水が垂れたり跳ねる環境での保管・使用は避け、花瓶等液体の入っ

た物を本体の上に置かないでください。電気ショック、あるいは火事等の

恐れがあります。

• 必ずアースを正しく接続してください。

• 製品に同梱されているのと同様の、アース付3芯の電源ケーブルを使用し

てください。

• 適切な電源ケーブルとプラグ形状・動作電圧は地域によって異なります。

• 以下の表に従い、各地域の規格に準拠した電源ケーブルを使用してくださ

い。

電圧 電源ケーブルが準拠すべき基準

110-125V UL817 and CSA C22.2 no 42.

220-230V CEE 7 page VII, SR section 
107-2-D1/IEC 83 page C4.

240V BS 1363 of 1984. 
Specification for 13A fused 
plugs and switched and 
unswitched socket outlets.

正三角形に括られた矢印付きの落雷マークは、人体に対して電

気ショックを与えうる、危険な高電圧の絶縁されていない部品

が本体内部に配置されていることを使用者に警告します。

正三角形に括られた「！」サインは、本体の使用上、あるいはサー

ビス／メンテナンス上で、重要な指示が製品に同梱の書類に含まれ

ていることを使用者に警告します。

重要 - 安全のために
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EMC／ EMI

本機器はFCC基準Part 15に準ずるClass Bデジタル機器の制限事項に適合す

るための試験に合格しています。

これらの制限事項は、居住地域での設置時に生じうる有害な電波障害を規制す

るために制定されたものです。本機器は無線周波エネルギーを生成・使用して

おり、これを放射することがあります。指示に従った設置と使用を行わない

と、無線通信に障害を及ぼす可能性があります。しかしながら、特定の設置状

況において電波障害を起こさないという保証はありません。本機器がラジオや

テレビの受信に障害を与えていないかを判断するには、本機器の電源を落とし

てから再投入してください。障害を及ぼすことがわかった場合、次の方法で障

害の解消を試みることを推奨します。

• 受信アンテナの方向、設置場所を変更する

• 本機器と受信機の距離を遠ざける

• 本機器を受信機とは別の系統の電源回路に接続する

• 必要に応じて、販売代理店、または経験のある無線／TVの専門技術者に問

い合わせてください。

For Customers in Canada:

This Class B digital apparatus complies with Canadian ICES-003.

Cet appareil num屍 ique de la classe B est conforme � la norme

NMB-003 du Canada.

本 Class B電子機器は、カナダ ICES-003に準拠しています。

Certificate of Conformity
TC Electronic A/S, Sindalsvej 34, 8240
Risskov, Denmark, hereby declares on own
responsibility that the following product:

G-Natural 
- Effects Processor for acoustic guitars

that is covered by this certificate and
marked with CE-label conforms with
following standards:

EN 60065 Safety requirements for mains 
(IEC 60065) operated electronic and

related apparatus for
household and similar general
use

EN 55103-1 Product family standard for
audio,video, audio-visual and
entertainment lighting control
apparatus for professional
use. Part 1: Emission.

EN 55103-2 Product family standard for
audio, video, audio-visual and
entertainment lighting control
apparatus for professional
use. Part 2: Immunity. 

With reference to regulations in following
directives:
73/23/EEC, 89/336/EEC

Issued in Risskov, June 2007
Mads Peter Lübeck

Chief Executive Officer

EMC / EMI & CERTIFICATE OF CONFORMITY 海外準拠規格に基づく記載
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はじめに

この度は、G-Naturalをお買い上げいただき、誠にありがとうございます。G-Naturalは、世界初の、シリアスなアコースティック・ギタリストに向け
た本格派のマルチエフェクト・プロセッサーです。

あまりにも当たり前のことではありますが、エレクトリック・ギター用のエフェクトに、アコースティック・ギターのホローボディー構造を考慮した設計
がなされているなどということは望めません。G-Naturalは、エフェクトをエレキギター用のもので代用したり、大事なギターのサウンドを盲目的にサウ
ンド・エンジニアに任せざるを得なかったりといった現状を打開します。

G-Natural の全てのエフェクトはアコースティック・ギター用にファインチューンされており、コンプレッション／ EQ／ブースト／コーラス／ディ
チューン／ビブラート／トレモロ／フランジャー／リバーブ／ディレイと、多彩な高品位エフェクトが用意されています。

アコースティック・ギターは、音を拾うために、通常のピックアップ／ピエゾ・ピックアップ／コンデンサーマイクによるギターのマイキングと、様々な
方法が使用されます。G-Naturalでは、これらのいずれのシナリオにも対応できるように、ライン入力とマイク・プリアンプを両方装備しています。

また、G-Naturalでは、別途ミキサーを用意する必要なく、単体でピックアップとマイクの信号をミックスできます。マイク・プリアンプは、ギターの
代わりにヴォーカルでも使用できます。G-Naturalをヴォーカル・モードに切り替えれば、自動的にヴォーカル・ストリップEQとコンプレッサーが使用
できるようになります。

G-Naturalは、幅広い演奏スタイルとジャンルに対応した30のファクトリー・プリセットを搭載。自分だけのサウンドを追求したい場合には、自分で
作成したプリセットを30まで保存できます。

これら充実した機能に加えて、チューナー／デジタル入出力端子／エキスプレッション・ペダル入力／MIDI端子も装備しています。G-Naturalはシリア
スなアコースティク・ギター奏者にとって、筆頭の選択肢となることは間違いないでしょう。後は、新しい弦と良い曲、これで準備は完了です。

主な機能
• フロア形のマルチエフェクト・プロセッサー
• アコースティック・ギター用にチューニングされた
10の高品位TCエフェクト

• ギターまたはヴォーカル用のマイク・プリアンプ
• チューナー及びブースト内蔵
• 頑丈ながらポータブルなデザイン

マニュアルの改訂番号は3ページに記載されています。
最新のマニュアルは、www.tcelectronic.comからダウンロードできます。
その他のサポート情報については、TC Support Interactiveウェブサイトをご覧ください
（英語のみ、www.tcelectronic.comからアクセス可）。
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フロントパネル
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1 エフェクト・エディット／セレクト・ボタン
ボタンを一度押すと、選択されているエフェクトのエディット・モード
に入ります。ボタンを再度押すと、エフェクト・タイプが順番に切り替
わります。

2 Variations - バリエーション・ボタン
エフェクト・タイプ毎に、4つのバリエーションが保存できます。この
機能により、お気に入りの設定のリバーブを同じくお気に入りのコンプ
レッサーと組み合わせる、といった作業が素早く行なえます。

例：
- COMPエディットを押し、コンプレッション・ブロックにアクセスし
ます。

- エンコーダーA～Dでコンプレッションの設定をエディットします。
- VARIATION #1ボタンを長押しして、この設定を「お気に入り」と
して保存します。この時点では、プリセットは保存されておらず、こ
の設定を「お気に入り」として指定しているだけです。

- そのコンプレッションの設定を、別のプリセットで使用してみます。
まずは、別のプリセットを呼び出します。

- COMPを押し、VARIATION #1ボタンを押します。
- これで、新しく呼び出したプリセットに「お気に入り」のコンプレッ
ション設定が反映されます。

エフェクト・ブロック毎に、4つまでのバリエーションを保存できます。

3 Factory Default - ファクトリー・ディフォルト・ボタン
アルゴリズム毎に、標準的な設定が用意されています。このボタンを
押すことにより、いつでも選択されているアルゴリズムをその標準的な
設定に復帰させることができます。

例：
コンプレッション／EQ／モジュレーション／ディレイを組み合わせた
プリセットがあるとします。しかしながら、最後にリバーブを設定して
いる途中で設定を変え過ぎてしまったため、リバーブだけを普通の設定
に戻したいとします。このような場合、G-Naturalでは、他のプリセッ
トに一度切り替えて、そちらのリバーブの設定をメモに取って元のプリ
セットに戻す、といった面倒な作業は必要ありません。他のエフェクト
はそのままに、リバーブだけを「ファクトリー・ディフォルト」、すなわ
ちTCエレクトロニックが推奨する標準的な設定に戻すことができます。
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- この場合はリバーブをエディットしている途中なので、REVERB EDIT
LEDが点灯しているはずです。

- FACTORY DEFAULTボタンを押します。

エフェクトのサブ・タイプごとに、ファクトリー・ディフォルト
の設定が用意されています。

4 Subdiv - サブディビジョン・ボタン
このパラメータは、ディレイ・エフェクトのみに関係します。タップし
たテンポに対して、どの拍でディレイを鳴らすかを指定できます。

例：
タップ・テンポ機能は、通常ディレイに使用します。まずは、テンポが
120BPMであると想定しましょう。4分音符をタップします。

Subdivisionを1/4音符に設定すると、実際のディレイ・タイム
は500msとなります。

Subdivisionを3連1/8音符に設定すると、実際のディレイ・
タイムは166msとなります。

5 Edit A／B／C／D- エディットA／B／C／Dノブ
ノブの上に表示されているパラメータの値を変更します。

6 数値ディスプレイ
ディスプレイは3つのセクションに分かれています。

左 -「U」はユーザー・バンクを、「F」はファクトリー・バンクを示します
エディットできるのはユーザー・バンクのみです。

中央 -現在のプリセットを表示します。プリセットの設定に変更を加える
と、点が表示されます。

右 - チューナー表示を行ないます。

プリセットについて - G-Naturalには、30のファクトリー・プリセッ
トと、30のユーザー・プリセット領域が用意されています。

7 Store - ストア（保存）・ボタン
プリセットは、「クイック・ストア」と「ノーマル・ストア」のいずれか
の方法で保存できます。クイック・ストアは、プリセットに変更を加え
た後で、元のプリセットを上書きする形で同じプリセット番号に設定を
保存します。別のプリセット番号に設定を保存したり、プリセット名を



変更したい場合には、ノーマル・ストアを使用します。

クイック・ストア- STOREボタンを2秒間長押しします。プリセットは、
元の場所に保存されます。

ファクトリー・プリセットに対してクイック・ストアを行なおう
とすると、ファクトリ－・プリセットは上書きできないために、
自動的にノーマル・ストアに切り替わります。

ノーマル・ストア - STOREボタンを一度押します。

次の方法で設定を行ないます。
- エンコーダーAでプリセットの保存場所を指定
- エンコーダーBでプリセット名のキャラクターを選択
- エンコーダーCでキャラクターを変更
- エンコーダーDでリコール（呼び出し）／デリート（削除）／ストア
（保存）を切替

各エンコーダーで設定を行なったら、再度STOREボタンを押して操作
を確定します。

8 Levels - レベル・ボタン
プリセットごとに、出力レベルを設定できます。レベル・メニューの他
のパラメータは全て「グローバル」な扱いとなり、設定はプリセットを
切り替えても変わりません。

9 Menu - メニュー・ボタン
このボタンでアクセスするメニューからは、MIDI、ルーティング、ペダ
ルの設定、そして各種ユーティリティのパラメータが含まれます。詳細
は、マニュアルの各セクションをご参照ください。

10 LED
各エフェクト・ブロックで選択されているエフェクト・タイプを表示し
ます。

11 Comp - コンプレッサー・スイッチ
コンプレッサーのオン／オフ・スイッチです。

12 Mod - モジュレーション・スイッチ
モジュレーション・ブロックのオン／オフ・スイッチです。

11 + 12 Bank Up - バンク・アップ
両方のボタンを同時に押すと、次のバンクに移動します。

13 Delay - ディレイ・スイッチ
ディレイ・ブロックのオン／オフ・スイッチです。

14 Reverb - リバーブ・スイッチ
リバーブ・ブロックのオン／オフ・スイッチです。

15 Preset 1 - プリセット1
現在のバンクのプリセット#1をリコールします。

16 Preset 1 - プリセット2
現在のバンクのプリセット#2をリコールします。

15 + 16 Bank Dn - バンク・ダウン
両方のボタンを同時に押すと、前のバンクに移動します。

17 Preset 1 - プリセット3
現在のバンクのプリセット#3をリコールします。

18 Boost／ Tap Tempo／Hold for Tuning
ブースト／タップ・テンポ／長押しでチューニング

ユーティリティ・メニューのFootswitch（フットスイッチ）パラメー
タで、このボタンをブーストとタップ・テンポのいずれかの機能に割り
当てられます。

ブースト機能を選択すると、最大10dBまで信号全体をブーストさせら
れます。最大のブースト・レベルは、レベル・メニューで設定します。
ブーストするレベルは、最大のブースト幅の範囲内で、プリセットごと
に指定できます。

タップ・テンポ機能を選択すると、スイッチをタップすることにより、
グローバル・テンポを指定できます。

ブーストとタップ・テンポのどちらを指定している場合でも、スイッチ
を2秒間長押しすると、チューナー・モードに入ります。チューナー・
モード時には、G-Naturalの出力を切り、無音でチューニングを行なう
ことが出来ます。この設定は、ユーティリティ・メニューのTuner Out
（チューナー・アウト）パラメータで行ないます。

フロントパネル

8
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1 BALANCED INPUT／ LINE - バランス・インプット／ライン
ライン・レベルの楽器（キーボード等）を接続するための、1/4"標準
ジャックの入力端子です。

2 BALANCED INPUT／ INTRUMENT -
バランス・インプット／インストゥルメント

- ギター・ペダルまたはプリアンプ
- アクティブ・ピックアップ（バッテリ－内蔵のギター）
- プリアンプ内蔵のアコースティック・ギター
- キーボード
を接続するための、1/4"標準ジャックの入力端子です。

3/4 BALANCED OUTPUTS（LEFT／RIGHT） -
バランス・アウトプット（レフト／ライト）

1/4"TRSジャックのバランス出力端子です。1/4"TRS - XLRアダプター
を使用することにより、バランス型のマイク・インプットに接続するこ
とも可能です。

警告！ G-Naturalの出力をミキシング・コンソールのマイク入
力に接続する場合は、必ずミキサーのファンタム・パワーをオフ
にしてください。ファンタム・パワーを供給すると、G-Natural
の回路が破損することがあります。

リアパネル

UL60065
EN/IEC 60065
CSA file no:
LR 108093

UL60065
EN/IEC 60065
CSA file no:
LR 108093

MIC PASSTHRU

SERIAL NO.

TYPE: TFW001

MADE IN THAILAND

INTHRUINLINE LEFT RIGHT OUT
MIDIBALANCED INPUTS BALANCED OUTPUTS DIGITAL I/O PEDAL

DI

DO

S/PDIF

100-240V~AC
50-60Hz, 15W

100-240V~AC
50-60Hz, 15W

R

C US

THIS CLASS B DIGITAL DEVICE MEETS ALL REQUIREMENTS OF THE CANADIAN INTERFERENCE-

CAUSING EQUIPMENT REGULATIONS AND COMPLIES WITH PART 15 OF THE FCC RULES.

OPERATION SUBJECT TO CONDITIONS STATED IN THE MANUAL.

WARNING
TO REDUCE THE RISK OF FIRE OR ELECTRIC

SHOCK DO NOT EXPOSE THIS EQUIPMENT TO

RAIN OR MOISTURE

AVIS: RISQUE DE CHOC ELECTRIQUE-NE PAS

OUVRIR.

CAUTION
RISK OF ELECTRIC SHOCK

DO NOT OPEN

MIC INPUT

MIC LEVEL
MIC IN
SELECT-20dB LIMITER +48V

INSTRUMENT

COMPOSITE

PMS  428C

S05003A10 BOTTOMPLATE GNATURAL

MIC PASSTHRU

INTHRUINLINE LEFT RIGHT OUT
MIDIBALANCED INPUTS BALANCED OUTPUTS DIGITAL I/O PEDAL

DI

DO

S/PDIF

THIS CLASS B DIGITAL DEVICE MEETS ALL REQUIREMENTS OF THE CANADIAN INTERFERENCE-

CAUSING EQUIPMENT REGULATIONS AND COMPLIES WITH PART 15 OF THE FCC RULES.

OPERATION SUBJECT TO CONDITIONS STATED IN THE MANUAL.

WARNING
TO REDUCE THE RISK OF FIRE OR ELECTRIC

SHOCK DO NOT EXPOSE THIS EQUIPMENT TO

RAIN OR MOISTURE

AVIS: RISQUE DE CHOC ELECTRIQUE-NE PAS

OUVRIR.

CAUTION
RISK OF ELECTRIC SHOCK

DO NOT OPEN

MIC INPUT

MIC LEVEL
MIC IN
SELECT-20dB LIMITER +48V

INSTRUMENT

SERIAL NO.

TYPE: TFW001

MADE IN THAILAND

R

C US

5 DIGITAL I/O／ S/PDIF（DI／DO） -
S/PDIFデジタル I/O（入出力）

S/PDIF仕様のデジタル・オーディオ信号を送受信するための標準RCA
ピンジャックです。

6/7/8 MIDI IN／OUT／ THRU
MIDI信号の交信を行なうための、標準的な入出力及びスルー端子です。

9 PEDAL IN - ペダル・インプット
パラメータをペダルからコントロールするための、ペダル入力端子です。
数種類のペダルを使用できます。

- ボリューム等をコントロールするためのエキスプレッションまたはボ
リューム・ペダルを接続できます。

- G-Natural は、ペダルの機種に合わせて特性を合わせる「キャリブ
レーション」機能を備えています。キャリブレーションは、ペダル・
メニューから行ないます。

- ペダルでコントロールするパラメータの指定は、ペダル・メニューで
行ないます。



10 MIC PASS THRU - マイク・パス・スルー
この端子はマイク入力から直接つながっており、直接ミキシング・コン
ソールに接続する用途に仕様します。ファンタム・パワーを必要とする
マイクを接続する場合、G-Naturalとミキシング・コンソールのいずれ
かからファンタム・パワーを供給できます。

警告！ミキシング・コンソールとG-Natural両方から同時にフ
ァンタム・パワーを供給すると、電源が過大となり、マイクを破
損する可能性がありますのでご注意ください。

11 MIC INPUT - マイク・インプット
バランスのマイク入力端子です。

12 MIC LEVEL - マイク・レベル・ノブ
マイク入力の入力ゲインを調節します。

13 -20 dBボタン
高出力のコンデンサー・マイクなどを使用する際に、このボタンを押す
ことにより入力を20dBアッテネートできます。

14 MIC IN SELECT - マイク・イン・セレクト・ボタン
マイク入力をオンにします。ボタンが押されていない場合は、ライン入
力が選択されます。

15 LIMITER - リミッター・ボタン
マイク入力の信号に対して、VOS™オプチカル・リミッターが施されま
す。

16 +48Vボタン
マイク入力に、+48Vファンタム・パワーを供給します。

警告！絶対に、シグナル・プロセッサー（バランス／アンバラン
ス）や、アンバランス型の楽器を接続した状態でこのボタンをオ
ンにしないでください。

17 POWER IN - 電源入力
スイッチモードのパワーサプライは、100～ 240VACの電圧で使用で
きます。

リアパネル
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セットアップ例

ピエゾ・ピックアップのギターを使用したセットアップ
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Amp for acoustic guitar

algorithm select

mcomp EQ boost reverb

BANK UP

B

COMP

1

21

VARIATIONS
hold to save

boost flanger plate p.pongstomp EQ
chorus room reverse
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アクティブ・ピエゾ・ピックアップ・システムを搭載した一般的なアコ
ースティック・ギター *を接続する場合の、典型的なセットアップです。

接続
• ギターをG-Naturalのインストゥルメント・インプット端子に接続し
ます。

• L/Rアウトプットを、ミキサーまたはアコースティック・ギター・ア
ンプに接続します。

警告！ G-Naturalの出力をミキシング・コンソールのマイク入
力に接続する場合は、必ずミキサーのファンタム・パワーをオフ
にしてください。ファンタム・パワーを供給すると、G-Natural
の回路が破損することがあります。

* 基本的に、ピックアップ・システムが電池を必要とする場合は、アク
ティブ型であると解釈できます。

基本的な設定
• レベル・メニューで、入力感度を設定します。
• COMP／MOD／DELAY／REVERBスイッチで、使用したい
エフェクトを選択します。



警告！ G-Naturalの出力をミキシング・コンソールのマイク入
力に接続する場合は、必ずミキサーのファンタム・パワーをオフ
にしてください。ファンタム・パワーを供給すると、G-Natural
の回路が破損することがあります。

基本的な設定
• コンデンサー・マイクを接続している場合には、ファンタム・パワー
をオンにします。

• レベル・メニューで、入力感度を設定します。
• COMP／MOD／DELAY／REVERBスイッチで、使用したい
エフェクトを選択します。

• G-Naturalは、マイクとインストゥルメント・インプットに個別のEQ
とコンプレッションが用意されています。

一般的に、アコースティック・ギターの音を収録する最善の手法はダイ
ナミックまたはコンデンサー・マイクによるマイキングであると言われ
ています。しかしながら、ステージ上のレベルが高いライブ環境では、
これらのマイクのみに頼ることはお勧めできません。状況が許すのであ
れば、アクティブ・ピエゾ・システム*とダイナミック／コンデンサー・
マイクの組み合わせの方が良い結果が得られることが多いと言えます。
G-Naturalは、こういったシナリオにも対応します。

接続
• ギターのピエゾ出力をG-Naturalのインストゥルメント・インプット
端子に接続します。

• マイクをG-Naturalのマイク・インプット端子に接続します。
• L/Rアウトプットを、ミキサーまたはアコースティック・ギター・ア
ンプに接続します。

セットアップ例

12

ピエゾ・ピックアップのギターとマイクを使用したセットアップ
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Audio inteface

* 基本的に、ピックアップ・システムが電池を必要とする場合は、アク
ティブ型であると解釈できます。
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前述の例にもある通り、G-Natural は、多くのアコースティック・ギ
ターが搭載しているアクティブ・ピエゾ・ピックアップ・システム *と、
ダイナミック／コンデンサー・マイクを同時に接続できます。この例で
は、ギターではなくヴォーカル用のマイクを接続する場合のセットアッ
プを解説します。

接続
• ギターのピエゾ出力をG-Naturalのインストゥルメント・インプット
端子に接続します。

• マイクをG-Naturalのマイク・インプット端子に接続します。
• L/Rアウトプットを、ミキサーまたはアコースティック・ギター・
アンプに接続します。

警告！ G-Naturalの出力をミキシング・コンソールのマイク入
力に接続する場合は、必ずミキサーのファンタム・パワーをオフ
にしてください。ファンタム・パワーを供給すると、G-Natural
の回路が破損することがあります。

基本的な設定
• コンデンサー・マイクを接続している場合には、ファンタム・パワー
をオンにします。

• レベル・メニューで、入力感度を設定します。
• COMP／MOD／DELAY／REVERBスイッチで、使用したい
エフェクトを選択します。

• G-Naturalは、マイクとインストゥルメント・インプットに個別のEQ
とコンプレッションが用意されています。

セットアップ例

ピエゾ・ピックアップのギターとヴォーカル用マイクを使用したセットアップ
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* 基本的に、ピックアップ・システムが電池を必要とする場合は、アク
ティブ型であると解釈できます。



セットアップ例

14

基本的な設定
• レベル・メニューで、入力感度を設定します。
• COMP／MOD／DELAY／REVERBスイッチで、使用したい
エフェクトを選択します。

• G-Naturalは、マイクとインストゥルメント・インプットに個別のEQ
とコンプレッションが用意されています。

現在では多くのアコースティック・ギター用のギター・アンプが発売
されており、ギター奏者がこれらを使用しているケースも一般的になり
ました。これらのアンプは、小規模スペースでのメイン・アンプとして、
または充実したモニタリング用として使用されています。

接続
• ギターのピエゾ出力をG-Naturalのインストゥルメント・インプット
端子に接続します。

• Lアウトプットを、アンプの入力に接続します。
• アンプをモニタリング専用に使用している場合は、L/Rアウトプット
をミキサーに送ります。

警告！ G-Naturalの出力をミキシング・コンソールのマイク入
力に接続する場合は、必ずミキサーのファンタム・パワーをオフ
にしてください。ファンタム・パワーを供給すると、G-Natural
の回路が破損することがあります。

G-Naturalをアコースティック・ギター・アンプに接続したセットアップ
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* 基本的に、ピックアップ・システムが電池を必要とする場合は、アク
ティブ型であると解釈できます。
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プロジェクト・スタジオなどで、G-Naturalのエフェクトをレコーディ
ングに使用したい、といったことがあるかもしれません。このセットア
ップ例では、コンデンサー・マイクをG-Naturalに接続し、G-Natural
の出力を直接オーディオ・インターフェイスに接続しています。

接続
• マイクをG-Naturalのマイク・インプット端子に接続します。
• ファンタム・パワーをオンにします。
• L/Rアウトプット（またはデジタル出力）をオーディオ・インターフ
ェイスに接続します。

警告！ G-Naturalの出力をミキシング・コンソールのマイク入
力に接続する場合は、必ずミキサーのファンタム・パワーをオフ
にしてください。ファンタム・パワーを供給すると、G-Natural
の回路が破損することがあります。

基本的な設定
• レベル・メニューで、入力感度を設定します。
• COMP／MOD／DELAY／REVERBスイッチで、使用したい
エフェクトを選択します。

• G-Naturalは、マイクとインストゥルメント・インプットに個別のEQ
とコンプレッションが用意されています。

スタジオ・セットアップ

mod delay

m

subdivcomp EQ boost reverb

BANK UP

BANK DN

COMP

1 2 3

MOD DELAY

BOOST
/TAP TEMPO

REVERB

G•NATURAL

f

algorithm select

mod delay

menu

subdivcomp EQ boost reverb

BANK UP

BANK DN

COMP

1 2 3

MOD DELAY

BOOST
/TAP TEMPO

REVERB

store levels

G•NATURAL

factory
default4321

VARIATIONS
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tapevibrato
analogdetune
cleanthicken

studio
tremolo hall

spring 3

3

+

+

+

Decay PreDly Color MixMM
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preset bank | tune

GUITAR piezo + vocal

Instrument
input

Microphone inputLR outputs

ch1/2

rear
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panel

phan
+48V
ch1/2

phan line in

muting

non
muting

ch.select

push pan/userpush pan/userpush pan/user

+48V ch1/2 on
ch1/2 rear panel

ch1 ch2 3/4 user
mic|inst ch1 mic|inst ch2 monitor phones

gain trim gain trim source level output level
made by

maxmin maxmin

dsp total recall
P1 P2 P3

select

maxmin

-30-30 -10-10 O/LO/L pad|inst pad|inst

Audio inteface
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本セクションでは、MENUボタンでアクセスできるパラメータを解説し
ます。

Routings - ルーティング
基本的な設定
• MENUボタンを押します。
• エンコーダーDで、Routing（ルーティング）を選択します。
• MENUを押し、選択を確定します。
• エンコーダーA／B／Cで設定を変更します。
• エンコーダーDでページを切り替えます。
• MENUを押すと、設定が確定します。
• メニューを終了するには、再度MENUボタンを押します。

「ルーティング」とは、信号の接続経路を意味します。G-Natural では
エフェクトの接続順をいくつかの選択肢から選ぶことができ、この設定
をルーティング・メニューから行なえます。ルーティングは、シリアル／
セミ・パラレル／パラレルのいずれかを選択できます。インストゥル
メントとマイク・プリの入力セクションではコンプレッションとEQが
個別に用意されているのが下記のルーティング図で確認できます。

Serial - シリアル（直列）
シリアル・ルーティングは、全てのエフェクト・ブロックをシリアル
（直列）につなぎ、一般的なコンパクト・エフェクトなどを数珠つなぎに
した場合と同様の効果が得られます。各エフェクトの信号は、その次の
エフェクトに送られます。

シリアル・ルーティングで長いディレイをリバーブと組み合わせ
ると、ディレイ成分に対してリバーブがかかってしまい、良好な
サウンドが得られないことがあります。

Mic Pre - routing

G

Vocal

Mic Pre - routing

Guitar

Vocal

Mic Pre - routing

Guitar

BOOST MOD DELAY REVERB

EQ

OUT

Vocal

Mic Pre - routing

Guitar

BOOST MOD

DELAY

REVERB

OUT

B

NOISE
GATE

COMP

EQ
NOISE
GATE

COMP

EQ
NOISE
GATE

COMP

EQ
NOISE
GATE

COMP

E

In R
Inst

In L
Mic-Pre/
Line

In R
Inst

In L
Mic-Pre/
Line

SemiPar (Semi-Parallel) - セミ・パラレル（準並列）
セミ・パラレル・ルーティングでは、ほとんどのエフェクト・ブロック
がシリアル（直列）で接続されますが、リバーブとディレイ・ブロック
のみがパラレル（並列）となります。その結果、ディレイとリバーブは
相互で干渉が起きません。ディレイの反復成分に対してリバーブがかか
ることはありません。

Parallel - パラレル（並列）
パラレル・ルーティングは、モジュレーション／ディレイ／リバーブ・
セクションのエフェクトをパラレル（並列）につなぎます。この3つの
エフェクトの間では、一つのエフェクトの設定が他のエフェクトの出力
に影響することはありません。

レベル・メニューのMic-PreパラメータをVocal（ヴォーカル）
に設定している状態でパラレルまたはセミ・パラレル・ルーティ
ングを使用すると、ブースト／モジュレーション／リバーブ／デ
ィレイはマイクとライン・インプットに施されません。

レベル・メニューのMic-PreパラメータをVocal（ヴォーカル）
に設定している状態でシリアル・ルーティングを使用すると、リ
バーブはインストゥルメントとマイクプリ／ライン・インプッ
トの両方に施されます。

Vocal

Mic Pre - routing

Guitar

Vocal

Mic Pre - routing

Guitar

Vocal

Mic Pre - routing

Guitar

BOOST MOD DELAY REVERB

EQ

OUT

Vocal

Mic Pre - routing

Guitar

BOOST MOD

DELAY

REVERB

OUT

BOOST

MOD

DELAY

REVERB

OUT

NOISE
GATE

COMP

EQ
NOISE
GATE

COMP

EQ
NOISE
GATE

COMP

EQ
NOISE
GATE

COMP

EQ
NOISE
GATE

COMP

EQ
NOISE
GATE

COMP

In R
Inst

In L
Mic-Pre/
Line

In R
Inst

In L
Mic-Pre/
Line

In R
Inst

In L
Mic-Pre/
Line

Vocal

Mic Pre - routing

Guitar

Vocal

Mic Pre - routing

Guitar

Vocal

Mic Pre - routing

Guitar

BOOST MOD DELAY REVERB

EQ

OUT

Vocal

Mic Pre - routing

Guitar

BOOST MOD

DELAY

REVERB

OUT

BOOST

MOD

DELAY

REVERB

OUT

NOISE
GATE

COMP

EQ
NOISE
GATE

COMP

EQ
NOISE
GATE

COMP

EQ
NOISE
GATE

COMP

EQ
NOISE
GATE

COMP

EQ
NOISE
GATE

COMP

In R
Inst

In L
Mic-Pre/
Line

In R
Inst

In L
Mic-Pre/
Line

In R
Inst

In L
Mic-Pre/
Line
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PEDAL - ペダル・メニュー

Pedal - ペダル
基本的な設定
• MENUボタンを押します。
• エンコーダーDで、Pedal（ペダル）を選択します。
• MENUを押し、選択を確定します。
• エンコーダーA／B／Cで設定を変更します。
• エンコーダーDでページを切り替えます。
• ディスプレイ右側に<menu>と点滅している場合、MENUを押すと、
設定が確定します。

• メニューを終了するには、再度MENUボタンを押します。

特定のパラメータを外部コントロールするために、エキスプレッション・
ペダルを接続することができます *。

このメニューでは、ペダルへのパラメータの割り当て、接続されたペダ
ルのキャリブレーション、そしてペダルのカーブをmin／mid／max
パラメータで設定できます。

「P」と記されたパラメータについて
このメニューにあるパラメータは、一部がグローバルで、残りはプリ
セットのパラメータとなります。「P」と記されたパラメータは、その
設定がプリセットに保存されます。グローバル・パラメータの設定は、
プリセットに保存されません。

例：

* リニアな曲線のエキスプレッション・ペダルで最善の反応が得られ
ますが、通常のボリューム・ペダルも使用できます。

PEDAL MENU      <menu>

Map Param.: DLY DELAY  P

PEDAL MENU

CALIBRATE         <menu>

PEDAL CALIBRATE

Set Min:   0      <menu>

PEDAL CALIBRATE

Set Max:   0      <menu>

P

エキスプレッション・ペダルの接続
使用するエキスプレッション・ペダルによって、適したケーブルの種類
は異なります。通常は、モノラルの1/4"-1/4"ケーブルか、ステレオの
1/4"-1/4"ケーブルを使用します。

モモノノ

スステテレレオオ

どちらのケーブルが適しているかわからない場合は、両方のケーブルを
試す必要があるかもしれません。G-Naturalは、エキスプレッション・
ペダルの出力コネクターの信号を検知します。そのため、エキスプレッ
ション・ペダルには、一本のケーブルのみを使用してください。

Map Param. - マップ・パラメータ
ペダル・イン端子に接続されたペダルに割り当てるパラメータを指定し
ます。

• コントロールするパラメータを選択します。
• MENUを押し、選択を確定します。
• Min／Mid／Maxを設定します。

Map Min／Mid／Max - マップ最小点／中間点／最大点
設定レンジ：0～100%
ペダル・イン端子に接続されたペダルに割り当てたパラメータの反応を
指定します。ペダルの位置に応じて値を設定できます。

PEDAL MENU      <menu>

Map Param.: DLY DELAY  P

PEDAL MENU

CALIBRATE         <menu>

PEDAL CALIBRATE

Set Min:   0      <menu>

PEDAL CALIBRATE

Set Max:   0      <menu>

PEDAL CALIBRATE

>   CALIBRATION DONE   <

UTILITY MENU

Footswitch: Boost

LEVELS MENU >>>>>>>>>0

Line Gain : 16

LEVELS MENU >>>>>>>  I

Line Gain : 14

D

D

D

D

P

M

D

D

D

D

LEVELS MENU >>>>>>>>>0

Inst. Gain : 16

LEVELS MENU >>>>>>>  I

Inst. Gain : 14
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Master - マスター
プリセットを切り替えた際には、エキスプレッション・ペダルの位置と
プリセットに保存されている値は必ずしも一致しません。このパラメー
タは、エキスプレッション・ペダルをペダル・イン端子に接続した状態
でプリセットをリコールした際に、どちらの設定を優先するかを指定し
ます。

Preset（プリセット）- プリセットに保存された値が優先されます。エ
キスプレッション・ペダルの位置は無視されます。

Pedal（ペダル）- エキスプレッション・ペダルの位置が優先されます。プ
リセットに保存された値は無視されます。

Calibrate - キャリブレート
エキスプレッション・ペダルは、各社より異なる抵抗値と曲線のものが
発売されています。エキスプレッション・ペダルをG-Naturalで使用す
る際には、次の手順でペダルのキャリブレーションを行なってからご使
用ください。

• ペダルをG-Naturalのペダル・イン端子に接続します。
• ペダル・メニューの「Calibrate」を選択します。

• MENUを押します。
• 画面には次のように表示されます。

• ペダルを最小の位置（かかと側）に設定し、MENUを押します。

PEDAL MENU      <menu>

Map Param.: DLY DELAY  P

PEDAL MENU

CALIBRATE         <menu>

PEDAL CALIBRATE

Set Min:   0      <menu>

PEDAL CALIBRATE

Set Max:   0      <menu>

PEDAL CALIBRATE

>   CALIBRATION DONE   <

UTILITY MENU

Footswitch: Boost

LEVELS MENU >>>>>>>>>0

Line Gain : 16

LEVELS MENU >>>>>>>  I

Line Gain : 14

D

D

D

D

P

M

D

D

D

D

LEVELS MENU >>>>>>>>>0

Inst. Gain : 16

LEVELS MENU >>>>>>>  I

Inst. Gain : 14

PEDAL MENU      <menu>

Map Param.: DLY DELAY  P

PEDAL MENU

CALIBRATE         <menu>

PEDAL CALIBRATE

Set Min:   0      <menu>

PEDAL CALIBRATE

Set Max:   0      <menu>

PEDAL CALIBRATE

>   CALIBRATION DONE   <

UTILITY MENU

Footswitch: Boost

LEVELS MENU >>>>>>>>>0

Line Gain : 16

LEVELS MENU >>>>>>>  I

Line Gain : 14

D

D

D

D

P

M

D

D

D

D

LEVELS MENU >>>>>>>>>0

Inst. Gain : 16

LEVELS MENU >>>>>>>  I

Inst. Gain : 14

• 画面には次のように表示されます。

• ペダルを最大の位置（つま先側）に設定し、MENUを押します。

• 画面に「CALIBRATION DONE」（キャリブレーション終了）と表示
されます。

PEDAL MENU      <menu>

Map Param.: DLY DELAY  P

PEDAL MENU

CALIBRATE         <menu>

PEDAL CALIBRATE

Set Min:   0      <menu>

PEDAL CALIBRATE

Set Max:   0      <menu>

PEDAL CALIBRATE

>   CALIBRATION DONE   <

UTILITY MENU

Footswitch: Boost

LEVELS MENU >>>>>>>>>0

Line Gain : 16

LEVELS MENU >>>>>>>  I

Line Gain : 14

D

D

D

D

P

M

D

D

D

D

LEVELS MENU >>>>>>>>>0

Inst. Gain : 16

LEVELS MENU >>>>>>>  I

Inst. Gain : 14

PEDAL MENU      <menu>

Map Param.: DLY DELAY  P

PEDAL MENU

CALIBRATE         <menu>

PEDAL CALIBRATE

Set Min:   0      <menu>

PEDAL CALIBRATE

Set Max:   0      <menu>

PEDAL CALIBRATE

>   CALIBRATION DONE   <

UTILITY MENU

Footswitch: Boost

LEVELS MENU >>>>>>>>>0

Line Gain : 16

LEVELS MENU >>>>>>>  I

Line Gain : 14

D

D

D

D

P

M

D

D

D

D

LEVELS MENU >>>>>>>>>0

Inst. Gain : 16

LEVELS MENU >>>>>>>  I

Inst. Gain : 14
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UTILITY - ユーティリティ・メニュー

Utility - ユーティリティ
基本的な設定
• MENUボタンを押します。
• エンコーダーDで、Utility（ユーティリティ）を選択します。
• MENUを押し、選択を確定します。
• エンコーダーA／B／Cで設定を変更します。
• エンコーダーDでページを切り替えます。

FX Mute - エフェクト・ミュート
プリセットを変更した場合や、リバーブとディレイをバイパスした時に、
その二つのエフェクトがどのように作動するかを指定します。

Soft - ソフト
ディレイとリバーブは、余韻まで鳴り続けます。

Hard - ハード
ディレイとリバーブはミュートされ、音が途切れます。

Tap Master - タップ・マスター
プリセットには、グローバル・テンポと、固定のディレイ・タイムの
両方の設定が保存されています。このパラメータは、プリセットを変更
した際に、テンポをプリセットの値に変更するか、グローバル・テンポ
を維持するかを指定します。

Preset - プリセット:
Tap MasterをPresetに設定すると、プリセットに保存されているディ
レイ・タイムが優先されます。その後にテンポをタップしたり、設定を
変更した際のディレイ・タイムは、新しいテンポに対してSubdivision
で指定した拍となります。

Tap - タップ:
Tap MasterをTapに設定すると、現在のグローバル・テンポが優先され
ます。実際のディレイ・タイムは、テンポに対してSubdivisionで指定
した拍となります。

Boost Lock - ブースト・ロック
設定レンジ：On／Off
ブースト・ロック機能をオンにすると、Boost Max.で指定したdB分の
ブーストが全てのプリセットで行なわれます。

EQ Lock - EQロック
設定レンジ：On／Off
EQロック機能をオンにすると、現在のEQ設定が全てのプリセットで
使用されます。

RoutingLck (Routing Lock) - ルーティング・ロック
設定レンジ：On／Off
ルーティングを固定させます。

FactoryLck (Factory Bank Lock) - ファクトリー・バンク・ロック
設定レンジ：On／Off
G-Natural は、その幅広いサウンドの可能性を示す多くのファクト
リー・プリセットを搭載しています。使いこなして自分のプリセットを
多く作成していくうちに、ファクトリー・プリセットは一切使用しなく
なることが考えられます。この様な場合、ライブなどで間違ってファク
トリー・プリセットを呼び出してしまう状態を防ぎたいかもしれません。
Factory Bank Lockをオンにすると、バンクの切り替えを行なっても、
ファクトリー・バンクは無視されるようになります。

FootSwitch - フットスイッチ
設定レンジ：Boost（ブースト）／Tap Tempo（タップ・テンポ）
BOOST ／ TAP TEMPOスイッチの機能を指定します。ブーストの
オン／オフとタップ・テンポのいずれかを選択できます。

View Angle - ヴュー・アングル（可視角度）
液晶ディスプレイのバックライトを見やすい様に調節します。

Clear System - システム・クリア
G-Natural を工場出荷時の設定に戻します。MENUを押すと、操作が
実行されます。
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LEVELS - レベル・メニュー

Levels - レベル・メニュー
基本的な設定
• LEVELSボタンを押します。
• エンコーダーA／B／Cで設定を変更します。
• エンコーダーDでページを切り替えます。

別途記載のない場合、各種レベルは-100dB ～ 0dBの設定レンジを持ち
ます。

Volume - ボリューム
全体的な出力レベルをコントロールします。

Line Level - ライン・レベル
ライン信号の出力レベルをコントロールします。

Inst. Level - インストゥルメント・レベル
インストゥルメント信号の出力レベルをコントロールします。

Line Gain／ Inst. Gain - ライン・ゲイン／インストゥルメント・ゲイン
ラインとインストゥルメントそれぞれの入力ゲインを調節します。次の
例では、ライン・ゲインを調節します。インストゥルメント・ゲインも、
同様に設定できます。

• G-Naturalの前に信号をブーストするペダルを接続している場合は、
それらをオンにします。

• ギターから、最大の音量が出力されるように弾いてみます。
•「0」と表示されるまでライン・ゲインを調節します。

• そこから、数dBゲインを下げます。

• これで、ゲインが正しく設定されました。

PEDAL MENU      <menu>

Map Param.: DLY DELAY  P

PEDAL MENU

CALIBRATE         <menu>

PEDAL CALIBRATE

Set Min:   0      <menu>

PEDAL CALIBRATE

Set Max:   0      <menu>

PEDAL CALIBRATE

>   CALIBRATION DONE   <

UTILITY MENU

Footswitch: Boost

LEVELS MENU >>>>>>>>>0

Line Gain : 16

LEVELS MENU >>>>>>>  I

Line Gain : 14

D

D

D

D

P

M

D

D

D

D

LEVELS MENU >>>>>>>>>0

Inst. Gain : 16

LEVELS MENU >>>>>>>  I

Inst. Gain : 14

PEDAL MENU      <menu>

Map Param.: DLY DELAY  P

PEDAL MENU

CALIBRATE         <menu>

PEDAL CALIBRATE

Set Min:   0      <menu>

PEDAL CALIBRATE

Set Max:   0      <menu>

PEDAL CALIBRATE

>   CALIBRATION DONE   <

UTILITY MENU

Footswitch: Boost

LEVELS MENU >>>>>>>>>0

Line Gain : 16

LEVELS MENU >>>>>>>  I

Line Gain : 14

D

D

D

D

P

M

D

D

D

D

LEVELS MENU >>>>>>>>>0

Inst. Gain : 16

LEVELS MENU >>>>>>>  I

Inst. Gain : 14

Left Out／ Right Out - レフト・アウトプット／ライト・アウトプット
左右チャンネルの出力レベルを独立して設定できます。

Boost Max. - 最大ブースト
設定レンジ：0～10dB
ブースト機能の最大幅を指定します。

デジタルの領域では0dBFSが絶対的なレベルの上限となるため、ブー
ストを行なうには、常にレベルの余裕を持たなせなければなりません。
つまり、ブーストを行なうということは、通常はレベルを下げておき、
ブースト時に元に戻す、ということになります。ブースト機能を使う
ことがない場合は、このパラメータは0dBに設定することにより、最善
のS/N比を得られます。

Input Src - インプット・ソース
設定レンジ：Analog（アナログ）／Digital（デジタル）
使用する入力を選択します。工場出荷時の初期設定はアナログで、この
場合はリアパネルのアナログ入力を使用できます。S/PDIF端子でデジ
タル機器をS/PDIF入力に接続する場合には、デジタルを選択します。

出力はアナログとデジタル両方の端子から常に行なわれます。

Mic-Pre - マイク・プリ
設定レンジ：Vocal（ヴォーカル）／Guitar（ギター）
マイク入力のルーティングを指定します。

Guitar（ギター）: マイキングされたギターを入力する場合に選択し
ます。全てのエフェクトを使用できます。

Vocal（ヴォーカル）: ボーカルを入力する場合に選択します。この
場合、通常、ボーカルの信号はブースト／モジュレーション／ディレイ
の先にルーティングするのが好ましいと思われます。ただし、具体的な
ルーティングは、選択したルーティング・モードによって異なります。

UL60065
EN/IEC 60065
CSA file no:
LR 108093

UL60065
EN/IEC 60065
CSA file no:
LR 108093

MIC PASSTHRU

SERIAL NO.

TYPE: TFW001

MADE IN THAILAND

INTHRUINLINE LEFT RIGHT OUT
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OPERATION SUBJECT TO CONDITIONS STATED IN THE MANUAL.

WARNING
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SHOCK DO NOT EXPOSE THIS EQUIPMENT TO

RAIN OR MOISTURE

AVIS: RISQUE DE CHOC ELECTRIQUE-NE PAS

OUVRIR.

CAUTION
RISK OF ELECTRIC SHOCK

DO NOT OPEN

MIC INPUT

MIC LEVEL
MIC IN
SELECT-20dB LIMITER +48V

INSTRUMENT

COMPOSITE

PMS  428C

S05003A10 BOTTOMPLATE GNATURAL

MIC PASSTHRU

INTHRUINLINE LEFT RIGHT OUT
MIDIBALANCED INPUTS BALANCED OUTPUTS DIGITAL I/O PEDAL

DI

DO

S/PDIF

THIS CLASS B DIGITAL DEVICE MEETS ALL REQUIREMENTS OF THE CANADIAN INTERFERENCE-

CAUSING EQUIPMENT REGULATIONS AND COMPLIES WITH PART 15 OF THE FCC RULES.

OPERATION SUBJECT TO CONDITIONS STATED IN THE MANUAL.

WARNING
TO REDUCE THE RISK OF FIRE OR ELECTRIC

SHOCK DO NOT EXPOSE THIS EQUIPMENT TO

RAIN OR MOISTURE

AVIS: RISQUE DE CHOC ELECTRIQUE-NE PAS

OUVRIR.

CAUTION
RISK OF ELECTRIC SHOCK

DO NOT OPEN

MIC INPUT

MIC LEVEL
MIC IN
SELECT-20dB LIMITER +48V

INSTRUMENT

SERIAL NO.

TYPE: TFW001

MADE IN THAILAND

R

C US
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LEVELS - レベル・メニュー

シリアル

シリアル・ルーティングでMic PreパラメータをVocalに設定すると、マ
イクの信号はブースト／モジュレーション／ディレイの先にあるリバー
ブにルーティングされます。

セミ・パラレル

セミ・パラレル・ルーティングでMic PreパラメータをVocalに設定す
ると、マイクの信号はブースト／モジュレーション／リバーブ／ディレ
イの後にルーティングされます。

パラレル

パラレル・ルーティングでMic PreパラメータをVocalに設定すると、マ
イクの信号はブースト／モジュレーション／リバーブ／ディレイの後に
ルーティングされます。

Vocal

Mic Pre - routing

Guitar

Vocal

Mic Pre - routing

Guitar

Vocal

Mic Pre - routing

Guitar

BOOST MOD DELAY REVERB

EQ

OUT

Vocal

Mic Pre - routing

Guitar

BOOST MOD

DELAY

REVERB

OUT

BOOST

MOD

DELAY

REVERB

OUT

NOISE
GATE

COMP

EQ

In R
Inst

NOISE
GATE

COMP

EQ
NOISE
GATE

COMP

EQ
NOISE
GATE

COMP

EQ
NOISE
GATE

COMP

EQ
NOISE
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COMP

In L
Mic-Pre/
Line

In R
Inst

In L
Mic-Pre/
Line

In R
Inst

In L
Mic-Pre/
Line

Vocal

Mic Pre - routing

Guitar

Vocal

Mic Pre - routing

Guitar
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Mic Pre - routing

Guitar

BOOST MOD DELAY REVERB

EQ

OUT
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Mic Pre - routing
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BOOST MOD

DELAY
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BOOST
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REVERB
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NOISE
GATE
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EQ
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NOISE
GATE

COMP

EQ
NOISE
GATE

COMP

EQ
NOISE
GATE

COMP

EQ
NOISE
GATE

COMP

EQ
NOISE
GATE

COMP

In L
Mic-Pre/
Line

In R
Inst

In L
Mic-Pre/
Line

In R
Inst

In L
Mic-Pre/
Line

Vocal

Mic Pre - routing

Guitar

Vocal

Mic Pre - routing

Guitar

Vocal

Mic Pre - routing
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BOOST MOD DELAY REVERB
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OUT
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Mic Pre - routing
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BOOST MOD

DELAY

REVERB

OUT

BOOST

MOD

DELAY

REVERB
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NOISE
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EQ
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NOISE
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EQ
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EQ
NOISE
GATE

COMP

EQ
NOISE
GATE

COMP
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NOISE
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Line

In R
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Vol. Pos. (Volume Position) - ボリューム・ポジション
設定レンジ：Pre（プリ=前）／Post（ポスト=後）
ここでの設定は、外部エキスプレッション／ボリューム・ペダルで
ボリュームをコントロールしている場合にのみ有効です。ボリューム
調節をディレイ／リバーブ／モジュレーション・エフェクトのプリ（前）
で行なうか、ポスト（後）で行なうかを選択できます。

Pre（プリ）: モジュレーション／リバーブ／ディレイの前にあるブー
スト・ブロックの段階でボリュームを調節します。エキスプレッション・
ペダルなどでボリュームを完全に絞った時に、ディレイやリバーブなど
の余韻が鳴り続けます。

Post（ポスト）:  モジュレーション／リバーブ／ディレイの後でボリュー
ムを調節します。ペダルでボリュームを完全に絞った時に、音は瞬時に
途切れます。

Dig InGain (Digital InGain) - デジタル・イン・ゲイン
デジタル入力のゲインを調節します。デジタル・クリッピングが生じる
レベルから数 dB低いゲインで使用することにより、最善の S/N比が
得られます。

Dither - ディザー
設定レンジ：Off／ 20 bit／ 16 bit／ 8 bit
G-Naturalは、通常24ビットの解像度で出力を行ないます。G-Natural
のデジタル出力を低いビット解像度の機器に接続する場合には、受信機
側の能力に合わせてディザーを行なうことができます。例えば、CD
レコーダーに接続する場合は、通常16ビットのディザーを行ないます。



Boost - ブースト
プリセットを作成し、それらのレベルの統一も完了したとします。そこ
で、曲の中の重要なフレーズなど曲の限られた部分で、スイッチ一つで
簡単にレベルを持ち上げることができたら...ブースト機能は、この様な
場合に活躍します。レベル・メニューで最大のブースト幅を指定した上
で、プリセット毎にブーストするレベルを指定できます。

基本的なパラメータ
BOOSTスイッチは、ブーストのオン／オフとタップ・テンポのいずれ
かの機能に割り当てることができます。この指定は、ユーティリティ・
メニューのFootSwitchパラメータで行ないます。

Boost Lock - ブースト・ロック
設定レンジ：On／Off
ブースト・ロック機能をオンにすると、Boost Max.で指定したdB分の
ブーストが全てのプリセットで行なわれます。Boost Max.パラメータ
はレベル・メニューにございます。

Boost Level -  ブースト・レベル
プリセット毎に、ブーストのレベルを指定できます。設定レンジは、
Boost Max.パラメータの設定値が上限となります。上限はレベル・メ
ニューから指定できます。

例 - プリセットのブースト・レベルの指定
• レベル・メニューのBoost Max.パラメータを0dB以外の値に設定し
ます（6dB等）。

• ユーティリティ・メニューのBoost Lockパラメータをオフにします。
• BOOSTスイッチを押します。
• プリセットのBoost Levelパラメータを0～6dBの間に設定します。

PEDAL MENU      <menu>

Map Param.: DLY DELAY  P

PEDAL MENU

CALIBRATE         <menu>

PEDAL CALIBRATE

Set Min:   0      <menu>

PEDAL CALIBRATE

Set Max:   0      <menu>

PEDAL CALIBRATE

>   CALIBRATION DONE   <

UTILITY MENU

Footswitch: Boost

LEVELS MENU >>>>>>>>>0

Line Gain : 16

LEVELS MENU >>>>>>>  I

Line Gain : 14

D

D

D

D

P

M

D

D

D

D

LEVELS MENU >>>>>>>>>0

Inst. Gain : 16

LEVELS MENU >>>>>>>  I

Inst. Gain : 14

BOOST - ブースト機能
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チューナー機能
基本的な設定
• チューナーを作動させるには、右下のフットスイッチを長押しします。
• エンコーダーA／B／Cで設定を変更します。
• エンコーダーDでページを切り替えます。
• いずれかのフットスイッチを押すと、チューナー機能は終了します。

チューナー・モードでは、次のパラメータを設定できます。

Tuner Out - チューナー・アウト
Mute（ミュート）
チューナー機能を使用時に、出力はミュートされます。

On（オン）
チューナー機能を使用時に、出力はミュートされません。

Tuner Ref - チューナー基準ピッチ
設定レンジ：420～460 Hz
チューナーの基準ピッチを指定します。ディフォルトの設定は440 Hz
です。

例 - ギターのチューニング
• 右下角のフットスイッチをチューナー・モードが起動するまで長押し
します。

• 単音の解放弦を弾きます（例：A）。
音程がAから±100セントの範囲内にある場合、チューナーは「A」
の音程を認識し、音程が正しいかあるいは上下にずれているかを表示
します。

高すぎる場合

低すぎる場合

正しい場合

Too high  - tune down

In perfect tune

Too low  - tune up

Too high  - tune down

In perfect tune

Too low  - tune up

Too high  - tune down

In perfect tune

Too low  - tune up

TUNER - チューナー
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Compressor - コンプレッサー
概要
コンプレッサーは、信号のダイナミクス（音量の強弱）をコントロール
するためのエフェクトです。信号のダイナミクスを均一化させてギター・
サウンドをより明確に聴こえる様にしたり、もっとラディカルで特徴的
なエフェクトを得ることもできます。

G-Naturalは2種類のコンプレッションを搭載しています。Stomp（ス
トンプ）は簡略化されたパラメータ構成で素早く設定を行え、Studio
（スタジオ）はより細かくコンプレッサーの反応を調節したい場合に使用
できます。

コンプレッション概要図

図の通り、入力の信号がスレッショルド・ポイントを超えると、指定
したレシオの比率に応じて出力の信号がアッテネートされます（すな
わち、音量の増加が抑えられます）。アタック・パラメータはアッテネー
ションが得られる特性に切り替わるまでの時間を指定します。コンプ
レッションにより全体的なレベルが変わっていると感じられる場合には、
Levelパラメータで全体的な音量を補正します。

G-Naturalのコンプレッサー
G-Naturalは、インストゥルメントとマイク・インプットのそれぞれに
独立したコンプレッサーを搭載しています。

コンプレッサー・パラメータの基本的な設定
• COMP を長押しして、Instrument（インストゥルメント）と
Mic/Line（マイク／ライン）のいずれかを選びます。画面右側に
「M」と表示されている時にはマイク／ライン、「I」と表示されている
場合にはインストゥルメントが選択されています。

• 再度COMPを押し、コンプレッサーのタイプを選択します。Studio
（スタジオ）とStomp（ストンプ）のいずれかを選べます。

• エンコーダーA～Dでパラメータを調節します。

Studio - スタジオ・タイプ
このタイプでは、全てのパラメータを調節できます。

Thres (Threshold) - スレッショルド
設定レンジ：-40 dB～0dB
入力がこの値を超えると、コンプレッサーが作動します。スレッショ
ルドを超えた信号は、レシオ／アタック／リリースで設定された特性に
合わせてプロセスされます。

Ratio - レシオ
設定レンジ：Off／ 1.12:1～ Inf.（無限）:1
信号の圧縮の強さを指定します。

例：レシオを2:1に設定した場合、入力がスレッショルド値から4dB
上がると、出力は2dB上がります。inf.の設定では、リミッターとして
作動します。

Attac (Attack) - アタック
設定レンジ：0.3 ms～140 ms
コンプレッサーが反応するのにかかる時間です。アタック・タイムが短い

ほど、信号がスレッショルド値を超えてから指定レシオに圧縮されるまでの

時間が短くなります。

COMPRESSOR -  コンプレッサー
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EQ

Relea (Release) - リリース
設定レンジ：50 ms～2.0s
入力信号がスレッショルド値を下回った際に、コンプレッサーがゲイン・
リダクションを「解放」し、入出力レベルの比率が1:1に戻るまでの
時間です。

Level - レベル
設定レンジ：-99 dB～ +12 dB
コンプレッションの出力レベルを指定します。コンプレッションの設定
によっては、コンプレッション・ブロックの出力レベルを数 dB落と
した方が良い結果が得られることがあります。

Stomp - ストンプ・タイプ
2つのパラメータは、それぞれ複数の内部パラメータを特殊な比率で
コントロールします。シンプルなコントロールで効果的な結果が得ら
れるようにチューニングされています。

Drive - ドライブ
設定レンジ：1～20
スレッショルドとレシオを同時に調節し、総合的なコンプレッションの
量を調節します。自動的にメイクアップ・ゲインが施され、処理による
レベルの変動を抑えます。

Resp (Response) - レスポンス
設定レンジ：1～10
スレッショルドとリリースを同時に調節します。設定が低いほど、コン
プレッションが明確になります。

コンプレッサーのフットスイッチを踏むと、マイクとインス
トゥルメント両方のコンプレッサーが同時にオン／オフされ
ます。特定のプリセットで片方のコンプレッサーを使用したく
ない場合には、使用したくない方を次の設定にしてください。
Level: 0dB、Threshold: 0dB、Ratio: Off。

G-Naturalの EQ
G-Naturalは、インストゥルメントとマイク・インプットのそれぞれに
独立したEQを搭載しています。

EQパラメータの基本的な設定
• EQを長押しして、Instrument（インストゥルメント）とMic/Line
（マイク／ライン）のいずれかを選びます。画面右側に「M」と表示
されている時にはマイク／ライン、「I」と表示されている場合には
インストゥルメントが選択されています。

• エンコーダーA～Dでパラメータを調節します。

EQは3バンド構成で、バンド毎に次のパラメータが用意されています。

Freq - 周波数
設定レンジ：41 Hz～ 20 kHz／Off
ブースト／カットしたい周波数の中心点を指定します。

Gain - ゲイン
設定レンジ：-12 dB～ +12 dB
Freqパラメータで指定した周波数帯に対するブースト／カットの量を
指定します。

Width - ワイズ（幅）
設定レンジ：0.3～1.6 oct.
Freqで指定した周波数を中心にして、どれだけの幅でEQを施すかを
指定します。
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NOISE GATE & BOOST - ノイズゲート & ブースト

Gate - ノイズゲート
ノイズゲートは、一般に、ギターを演奏しない時に信号を減衰させる
目的で使用されます。それによって、自身のシステム中に発生するヒス
（高域の雑音）やハム（低いうなり音）などの雑音を落とすことができ
ます。

しかしながら、これは、ノイズ問題の根本的な解決につながる訳では
ありません。まずは、ノイズの発生を極力防止することが必要です。
ノイズの発生要因は様々です。一般的なノイズ源としては、品質の低い
ケーブル、シールドが不十分なピックアップ、信号ケーブルの近くに
あるACアダプター、一部のコンパクト・ペダルなどがあり、これらを
原因とするノイズは、多くの場合、試行錯誤によって回避できます。

どの様なギターのセットアップにも、多少のノイズは常在します。通常
は、演奏のレベルに関わらずノイズのレベルは一定なため、ノイズの相
対的なレベルは楽器を演奏していない時が一番高くなります。ノイズゲ
ートは、演奏していないときの雑音を減少させることに役立ちます。た
だし、スレッショルド（しきい値）とリリース・レートを設定する時に
は注意が必要です。スレッショルドが高すぎると、ギターを静かに弾い
たときなどにゲートが開かなくなります。また、リリースが遅すぎると、
アタックがカットされてしまい、不自然な音になってしまいます。

最適な設定値はマイクとギターの信号では異なるため、G-Natural は
インストゥルメントとマイク／ライン入力それぞれにノイズゲートを
搭載しています。

ノイズゲートのパラメータはEQブロック内にあります。

• EQを長押しして、Instrument（インストゥルメント）とMic/Line
（マイク／ライン）のいずれかを選びます。

• GateがOnになっていることを確認します。

• 次の2つのページはEQのパラメータです。その先に移動します。

PEDAL MENU      <menu>

Map Param.: DLY DELAY  P

PEDAL MENU

CALIBRATE         <menu>

PEDAL CALIBRATE

Set Min:   0      <menu>

PEDAL CALIBRATE

Set Max:   0      <menu>

PEDAL CALIBRATE

>   CALIBRATION DONE   <

UTILITY MENU

Footswitch: Boost

LEVELS MENU >>>>>>>>>0

Line Gain : 16

LEVELS MENU >>>>>>>  I

Line Gain : 14

EQ            Gate

On            On   I

Mode

Soft                 I

Thres  Damp   Releas

-31dB   50dB 100dBs   I

Level

6dB

D

D

LEVELS MENU >>>>>>>>>0

Inst. Gain : 16

LEVELS MENU >>>>>>>  I

Inst. Gain : 14

PEDAL MENU      <menu>

Map Param.: DLY DELAY  P

PEDAL MENU

CALIBRATE         <menu>

PEDAL CALIBRATE

Set Min:   0      <menu>

PEDAL CALIBRATE

Set Max:   0      <menu>

PEDAL CALIBRATE

>   CALIBRATION DONE   <

UTILITY MENU

Footswitch: Boost

LEVELS MENU >>>>>>>>>0

Line Gain : 16

LEVELS MENU >>>>>>>  I

Line Gain : 14

EQ            Gate

On            On   I

Mode

Soft                 I

Thres  Damp   Releas

-31dB   50dB 100dBs   I

Level

6dB

D

D

LEVELS MENU >>>>>>>>>0

Inst. Gain : 16

LEVELS MENU >>>>>>>  I

Inst. Gain : 14

Mode - モード
設定レンジ：Hard（ハード）／Soft（ソフト）
ノイズゲートの基本的な特性を指定します。信号がスレッショルドを下
回ったときにノイズゲートが信号を減衰させる速度を指定します。

Thres (Threshold) - スレッショルド
設定レンジ：-60 dB～0 dB
ノイズゲートが信号の減衰を開始するレベルを指定します。このパラ
メータを設定するには、まずはDampパラメータを 50dB等に設定
します。続いて、Thresを-60dBから所望の減衰開始値まで上げます。
Dampパラメータが0dBではダンピングが起きませんで、Dampパラ
メータは0dB以外であることが必須となります。

Damp - ダンピング
設定レンジ：0 dB～90 dB
信号がスレッショルドを下回ったときに信号をアッテネートする強さを
設定します。最大の減衰量が常に適切であると解釈することも可能です
が、ゲートの作動／非作動時の切り替えがスムーズであることも重要で
す。強い音を発生させなければならないときほど、ノイズゲートの境界
は明確になります。普遍的な設定値がいつも存在するとは限らないため、
サウンドや演奏内容に合わせて設定を確認することをお勧めします。

Releas (Release) - リリース
設定レンジ：0 dB/sec～ 200 dB/sec
信号が入力信号がスレッショルドを超えた時に信号がリリースされる速
さを設定します。原則として、このパラメータは高めの設定でご使用く
ださい。

Boost - ブースト
レベル・メニューのBoost Max.パラメータでブースト幅の上限を指定
した上で、プリセット毎にブーストするレベルを指定できます。

PEDAL MENU      <menu>

Map Param.: DLY DELAY  P

PEDAL MENU

CALIBRATE         <menu>

PEDAL CALIBRATE

Set Min:   0      <menu>

PEDAL CALIBRATE

Set Max:   0      <menu>

PEDAL CALIBRATE

>   CALIBRATION DONE   <

UTILITY MENU

Footswitch: Boost

LEVELS MENU >>>>>>>>>0

Line Gain : 16

LEVELS MENU >>>>>>>  I

Line Gain : 14

EQ            Gate

On            On   I

Mode

Soft                 I

Thres  Damp   Releas

-31dB   50dB 100dBs   I

Level

6dB

D

D

LEVELS MENU >>>>>>>>>0

Inst. Gain : 16

LEVELS MENU >>>>>>>  I

Inst. Gain : 14
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Detune - ディチューン
ディチューンは、指定したセント数だけ音程をずらし、原音と混ぜて
出力します（100セント＝1半音）。効果はコーラスに近いものですが、
大きな違いは、ディチューンの場合はその音程差が一定であることです。
ディチューン・アルゴリズムは2ヴォイスの構成です。サウンドが「直
接的」過ぎると感じる時は、たとえばVoice 1に +2セント、Voice 2
に-3セント、といった具合に、設定値を数セントずつずらしてみてくだ
さい。

Voic (Voice) 1 - ヴォイス1
設定レンジ：-100～100
ヴォイス1のディチューン量を指定します。

Voic (Voice) 2 - ヴォイス2
設定レンジ：-100～100
ヴォイス2のディチューン量を指定します。

Dly (Delay) 1 - ディレイ1
設定レンジ：0～50 ms
ヴォイス1に与えるディレイの量を指定します。

Dly (Delay) 2 - ディレイ2
設定レンジ：0～50 ms
ヴォイス2に与えるディレイの量を指定します。

MOD - モジュレーション

Vibrato - ビブラート
ビブラートは入力信号のピッチを変調します。得られる結果は、ボーカ
リストのビブラート・テクニックに似ています。コーラスとは異なり、
ピッチ変調音に対して元の信号は重ねません。

Speed - スピード
設定レンジ：0.050 Hz～ 20 Hz
ビブラートの速度を調節します。

Tempo - テンポ
設定レンジ：Disbl（無視）／1～1/32T
1から1/32Tの設定では、グローバル・テンポとの関係を、音符の表記
で決定します。「T」は3連符、「D」は符点音符を示します。Disblの設
定では、Speedパラメータの設定を適用します。

ユーティリティ・メニューのTap Masterパラメータで、プリセ
ット変更時にグローバル・テンポとプリセットのSpeedパラメ
ータのいずれを適用するかを指定できます。

Depth - デプス（深さ）
設定レンジ：0～100%
エフェクトの深さを調節します。

HiCut - ハイカット
設定レンジ：20 Hz～ 17.8 kHz／Off
設定値より高い周波数のレベルを減少させます。効果が強すぎると感じ
る場合は、このパラメータを試してみてください。

Square

Triangle

Sine

90  phase

change

Pulsewidth 
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MOD - モジュレーション

Tremolo - トレモロ
トレモロは基本的にLFOによってレベルを変調する効果です。G-Natural
ではソフトで滑らかなものからハードでアグレッシブなものまで幅広い
トレモロが得られます。

Speed - スピード
設定レンジ：0.050 Hz～ 20 Hz
トレモロの速度を調節します。

Tempo - テンポ
設定レンジ：Disbl（無視）／1～1/32T
1から1/32Tの設定では、グローバル・テンポとの関係を、音符の表記
で決定します。「T」は3連符、「D」は符点音符を示します。Disblの設
定では、Speedパラメータの設定を適用します。

ユーティリティ・メニューのTap Master パラメータで、プリセ
ット変更時にグローバル・テンポとプリセットのSpeedパラメ
ータのいずれを適用するかを指定できます。

Depth - デプス（深さ）
設定レンジ：0～100%
エフェクトの深さを調節します。

Type - タイプ
設定レンジ：Soft（ソフト - サイン）／Hard（ハード - 矩形）
トレモロの曲線には2種類あります。Hard はより強い効果が得られ
ます。実際に違いを耳で聞いてみてください。

サイン波

矩形波

Square

Triangle

Sine

90  phase

change

Pulsewidth 

Square

Triangle

Sine

90  phase

change

Pulsewidth 

Width - ワイズ（幅）
設定レンジ：0～100%
LFO波形のパルス幅を制御します。たとえばTypeがHardの設定で
ここの設定値が20%の場合は、トレモロは80%の間オンとなります。
TypeがSoftの場合、ここの設定が50%でサイン波が得られ、0%では
下から上に向かう波形、100%では上から下に向かう波形となります。

パルスワイズ

HiCut - ハイカット
設定レンジ：20 Hz～ 17.8 kHz／Off
トレモロ効果の、設定値より高い周波数のレベルを減少させます。エ
フェクト全体の深さを変えることなく、聴感上のエフェクトの強さを
抑えることがえきます。

Square

Triangle

Sine

90  phase

change

Pulsewidth 



29

MOD - モジュレーション

Chorus - コーラス
コーラスは、基本的に、原音を2系統に分割して、片方の音程を変調
させる効果です。

Speed - スピード
設定レンジ：0.050 Hz～ 20 Hz
コーラスの速度を調節します。

Tempo - テンポ
設定レンジ：Disbl（無視）／1～1/32T
1から1/32Tの設定では、グローバル・テンポとの関係を、音符の表記
で決定します。「T」は3連符、「D」は符点音符を示します。Disblの設
定では、Speedパラメータの設定を適用します。

ユーティリティ・メニューのTap Masterパラメータで、プリセ
ット変更時にグローバル・テンポとプリセットのSpeedパラメ
ータのいずれを適用するかを指定できます。

Depth - デプス（深さ）
設定レンジ：0～100%
エフェクトの深さを調節します。値は、変調波形の振幅を示します。

HiCut - ハイカット
設定レンジ：20 Hz～ 17.8 kHz／Off
この値より高い周波数のレベルを減少させます。効果が強すぎると感じ、
ミックスや出力レベルを下げてもコーラス効果が思う様に低減されない
場合は、このパラメータを試してみてください。

Flanger - フランジャー
フランジャーはコーラスと同じ系統のモジュレーション・エフェクトで
す。原音は2系統に分割され、片方の音程が変調されます。

フランジャーは、信号の一部に若干のディレイを施し、エフェクトの入
力にフィードバックすることにより、その独特なサウンドを生成します。
その効果の幅を確認するには、フィードバックの値をお試しください。

Speed - スピード
設定レンジ：0.050 Hz～ 20 Hz
フランジャーの速度を調節します。

Tempo - テンポ
設定レンジ：Disbl（無視）／1～1/32T
1から1/32Tの設定では、グローバル・テンポとの関係を、音符の表記
で決定します。「T」は3連符、「D」は符点音符を示します。Disblの設
定では、Speedパラメータの設定を適用します。

ユーティリティ・メニューのTap Master パラメータで、プリセ
ット変更時にグローバル・テンポとプリセットのSpeedパラメ
ータのいずれを適用するかを指定できます。

Depth - デプス（深さ）
設定レンジ：0～100%
エフェクトの深さを調節します。値は、変調波形の振幅を示します。

FeedB (Feedback) - フィードバック
設定レンジ：-100～100
エフェクトの出力から入力に循環させるフィードバック信号の量を調節
します。フィードバック値が大きすぎる（90～ 95%以上）と、内部
フィードバックにより発信ノイズが発生する可能性がありますので、
大きな音量で試すときには注意してください。パラメータの値をマイ
ナスの値に設定すると、入力にフィードバックされる信号の位相が反転
します。
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REVERB - リバーブ

Reverb - リバーブ
リバーブは、残響を生成します。G-Naturalでは、4種類のクラシック
なリバーブを搭載しています。それぞれは共通のパラメータを持ちま
すが、同じ設定でも得られる特性は異なります。

Spring - スプリング
ヴィンテージのギターアンプなどに内蔵される、往年のスプリング・
リバーブのサウンドを再現します。

Hall - ホール
比較的大きいホールを想定し、ナチュラルな音響特性を念頭にデザイン
されています。中間から長めのディケイタイムを要求する素材に優れた
適応性を発揮する、汎用性の高いリバーブです。

Room - ルーム
内装された比較的小さい部屋を想定しています。多くの反射は内装の
柔らかい素材により吸収され、音の反射と残響の持続は壁面が主成分と
なります。

Plate - プレート
デジタル世代以前のリバーブ機は、反響するスプリングか大きな鉄板を
用いてリバーブの効果を生成していました。鉄板を使用した機器は
プレート・リバーブと呼ばれ、拡散的でブライトな音を特徴としてい
ます。ナチュラルに溶け込む音ではなく、エフェクトを目立たせる用途
に適しています。

これらの解説は、目的に応じてリバーブの種類を選ぶ際の目安として
ご使用ください。「リバーブ」と一言でくくってもサウンドは幅広い
ため、実験する際には、様々なタイプで各種の設定をお試しいただく
ことをお勧めいたします。

リバーブの共通パラメータ
Decay - ディケイ
設定レンジ：0.1～20 sec.
余韻の減衰時間を指定します。この時間は、拡散音場（余韻成分）がお
よそ60dB減衰する時間として定義されます。

PreDl (PreDelay) - プリディレイ
設定レンジ：0～100 ms
原音とリバーブの拡散音場の間に挿入される短いディレイです。リバー
ブ音が原音の輪郭を損なわない様に原音とリバーブを分離させる効果が
得られます。

Color - カラー
ダークでアンビエントな効果からブライトなものまで、設定によってリ
バーブの特性が大幅に変化します。

Mix - ミックス
設定レンジ：0～100%
ドライ（ダイレクト）音とエフェクト音のミックス・バランスを決定し
ます。
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DELAY - ディレイ

Delay - ディレイ
G-Naturalは、複数のタイプのディレイを搭載しています。

Clean Delay - クリーン・ディレイ
クリーン・ディレイは、G-Naturalのディレイで最も基本的かつシンプ
ルなタイプです。一般的なパラメータを装備した1系統のディレイ・ラ
インで構成され、原音をクリアに再現します。

Analog Delay - アナログ・ディレイ
高域をロールオフし、より角のたたない効果が得られます。多くの場合、
ミックス内でより収まりがよく、ナチュラルに聴こえます。

Tape Delay - テープ・ディレイ
往年のテープ式ディレイ機のサウンドをシミュレートします。フィード
バックを100%以上に設定した場合に得られるクリップ時のサウンドも
再現しています。ハイカットフィルターを積極的に活用し、高めのフィ
ードバック設定でお試しください。

Dynamic Delay - ダイナミック・ディレイ
ダイナミック・ディレイは名機TC2290で初めて搭載された機能で、入
力レベルのダイナミクスをディレイの出力レベルに連動させます。演奏
中は原音をクリアに聞かせ、演奏していない時点でディレイ成分をより
明確に聞かせることができます。

このディレイ・タイプでは、HiCutパラメータの代わりに、Dampパラ
メータが用意されています（パラメータ・リスト参照）。

PingPong - ピンポン
ピンポン・ディレイは、ディレイの反復成分を左右にパンニングし、ス
テレオ感を強調します。

スピルオーバーについて
全てのディレイはスピルオーバー機能を搭載しており、プリセットを変
更した際に音が途切れません。ディレイのテンポはグローバル・テンポ
を適用できます。

ディレイの共通パラメータ
次のパラメータは、全ディレイ・タイプに共通しています。

Delay - ディレイ・タイム
設定レンジ：0～1800 ms
ディレイ成分の間隔を指定します。

FeedB (Feedback) - フィードバック
設定レンジ：0～100%
エフェクトの出力から入力に循環させる信号の量を設定し、反復する成
分の量を指定します。

HiCut - ハイカット
設定レンジ：20 Hz～ 17.8 kHz／Off
最新のデジタル技術は、極めて正確な音声の再現を可能とし、ディレイ
効果における反復成分なども極めて高音質で行える様になりました。し
かし、原音に忠実なディレイは、特に長いディレイ・タイムにおいて、
その忠実さ故に原音を邪魔してしまう場合があります。ハイカット・フ
ィルターは、指定周波数を超える周波数のレベルをアッテネートします。
ディレイのハイを落とすことによってアナログ・ライクなサウンドが得
られ、多くの場面で、より馴染みのよいサウンドに仕立て上げることが
できます。

Mix - ミックス
設定レンジ：0～100%
ドライ（ダイレクト）音とエフェクト音のミックス・バランスを決定し
ます。

Damp - ダンピング（Dynamic Delayのみ）
設定レンジ：0～100 dB
概要で説明されている通り、ダイナミック・ディレイは入力レベルに
連動してディレイの反復成分のレベルを調節します。Dampは、信号を
アッテネートする強さを設定します。



32

仕様及び性能

デジタル入出力
コネクター
フォーマット
サンプルレート
周波数（DIO）

アナログ入力
コネクター（バランス）
インピーダンス
（バランス／アンバランス）

0dBFS到達ライン入力レベル
ライン感度@12dBヘッドルーム
0dBFS到達インストゥルメント
入力レベル

インストゥルメント感度
＠12dBヘッドルーム

0dBFS到達マイク入力レベル
（パッド: オフ／オン）

マイク感度＠12dBヘッドルーム
（パッド: オフ／オン）

ダイナミックレンジ
（ライン、マイク @ 最小ゲイン時）

ダイナミックレンジ（EIN@最大マイ
ク
アンプ・ゲイン、Rg=200Ω）

THD
ライン周波数特性
マイク周波数特性、最大ゲイン時

クロストーク
A/D変換

A/D変換遅延

アナログ出力
D/A変換

D/A変換遅延
コネクター、バランス
出力インピーダンス
最大出力レベル
（バランス／アンバランス）
出力レンジ
ダイナミックレンジ
THD
周波数特性
クロストーク

EMC
準拠規格

安全
準拠規格

RCAフォン（S/PDIF）
S/PDIF （24 bit）, EIAJ CP-340, IEC 958
44.1 kHz, 48 kHz
DC～22 kHz ±0.01 dB @ 44.1 kHz、
DC～23.9 kHz ±0.01 dB @ 48 kHz

マイク: XLR、ライン: 1/4"標準フォン

Mic.: 3.6/1.8 kOhm、Line: 21/13 kOhm 
24 dBu～0 dBu
12 dBu～ -12 dBu

18 dBu～ -12 dBu

6 dBu～ -24 dBu

-13 dBu／7 dBu～ -51 dBu／-31 dBu

-25 dBu／-5 dBu～ -63 dBu／-43 dBu

> 92 dB、20 Hz - 20 kHz

126 dBu
< -100 dB （0.001 %） @ 1 kHz
20 Hz～20 kHz、+0/-0.1 dB 
200 Hz～20 kHz、-1.5 dB @ 40 Hz, 
+0/-0.1 dB
<-85 dB, 20 Hz to 20 kHz 
24ビット、128×オーバーサンプリング・
ビットストリーム
0.65／0.70 ms @ S.R. = 48／44.1 kHz

24ビット、128×オーバーサンプリング・
ビットストリーム
0.63／0.68 ms @ S.R.= 48/44.1 kHz
標準1/4"フォンジャック
40 Ohm

20 dBu／14 dBu、R-load = 1200Ω
20 dBu／14 dBu／8 dBu／2 dBu
> 104 dB、20 Hz～20 kHz
<-98 dB （0.0013 %） @ 1 kHz
20 Hz to 20 kHz、+0／-0.3 dB
<-100 dB、20 Hz to 20 kHz

EN 55103-1 and EN 55103-2 
FCC part 15, Class B, CISPR 22, Class B

IEC 65, EN 60065, UL6500 and CSA
E60065 CSA FILE #LR108093

環境
動作環境温度
保存環境温度
湿度

コントロール・インターフェイス
MIDI
ペダル

その他
ディスプレイ
寸法
重量
主電源
消費電力
製品保証

32° F to 122° F （0° C to 50° C）
-22° F to 167° F （-30° C to 70° C）
Max. 90 %  non-condensing

In／Out／Thru: 5ピンDIN
1/4"フォンジャック

4キャラクターLED、24×2キャラクターLCD 
282 x 260 x 89 mm
2.7 kg
100～240 VAC、50／60 Hz （自動選択）
<15 W
1年

製品の改良のため、仕様は予告なく変更となる場合がございます。


